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※※※※ 今週今週今週今週ののののアウトルックアウトルックアウトルックアウトルック（（（（5555////14141414～～～～5555////18181818））））

　先週は月曜日こそ、買い戻しから一旦は円安にふれましたが、全般的には円高圧

力と買い戻しの綱引きとなり、大きな動きはなく週末を迎えました。

　今週もEUソブリン債問題と米国景気先行き懸念の足かせの中、全般的には緩や

かなリスクオフ的な流れが強いのではないかと思われます。

　ドル円はこのところ、80円を挟んで行ったり来たりの状況が続いています。今週も

今後の動向を決定づけるような要因が少ないことから、全般的にはまだこの状況が

しばらく続くのではないかと考えています。ただ、ギリシャの政局の状況次第では、

大きく動意ずく可能性もあるため、注意が必要です。

　ドル円の予想レンジは79円から81円です。

　ユーロはギリシャ政局如何では、ギリシャのユーロ離脱危機が現実味を増していま

す。ギリシャがユーロを離脱した場合、ユーロが買われるという見方と、売られるとい

う見方の両方が存在するようです。どちらにしても離脱した場合は、乱高下がしばら

く続く可能性が高いかもしれません。

　また、ユーロドルが1.3を割ったことから一度1.27あたりまで売り込まれる可能性も否

定できません。一度動き出すとユーロ売りが一気に進む状況も、想定しておく必要

があるかもしれません。

　ユーロ円の予想レンジは100円から105円です。

　ポンド円は外部環境から、動きづらい状況が続いています。ユーロ圏をとりまく状

況が大きく変わらない限りは、しばらくこの状況が続くのではないかと考えています。

　ポンド円の予想レンジは127円から130円です。

　今週は動きづらい状況の中、やはりギリシャの政局を注視したいところです。大き

な変化があった場合、どう動くかも予想しづらいため、しばらく様子を見た方が良い

ように思います。
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